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を
共
同
で
行
っ
て
い
る
。

７
月
に
は
お
り
の
１
基

に
、
セ
ン
サ
ー
が
動
物
を
感

知
す
る
と
扉
が
閉
ま
る
自
動

捕
獲
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し

た
。
今
月
９
日
に
は
鹿
を
捕

獲
。
そ
の
後
、
シ
ス
テ
ム
を

再
び
セ
ッ
ト
す
る
た
め
、
は

だ
の
都
市
農
業
支
援
セ
ン
タ

ー
職
員
ら
も
協
力
し
、
使
用

方
法
を
再
確
認
し
た
。

千
村
２
生
産
組
合
の
岡
部

靖
組
合
長
は
「
被
害
を
減
ら

す
た
め
、
今
後
も
シ
ス
テ
ム

を
活
用
し
な
が
ら
、
協
力
し

て
お
り
の
管
理
を
続
け
て
い

き
た
い
」
と
意
気
込
む
。

千
村
１
Ａ
、
１
Ｂ
、
２
生

産
組
合
の
組
合
員
４
人
は


日
、
捕
獲
お
り
で
使
用
し
て

い
る
自
動
捕
獲
シ
ス
テ
ム
の

セ
ッ
ト
方
法
を
確
認
し
た
。

三
つ
の
生
産
組
合
は
、
６

人
の
組
合
員
が
協
力
し
て
、

お
り
な
ど
の
管
理
を
徹
底
し

て
い
る
。
１
週
間
交
代
の
当

番
表
を
作
り
、
地
区
内
に
設

置
す
る
２
基
の
捕
獲
お
り
と

３
個
の
く
く
り
わ
な
を
巡

回
。
餌
の
補
充
な
ど
の
管
理

セ
ン
タ
ー
は
、
設
置
に
賛

同
し
た

人
が
設
立
。
バ
ラ

の
温
室
団
地
の
１
棟
を
改
装

し
、
施
設
内
に
は
乾
燥
機
や

も
み
す
り
機
、
穀
粒
選
別
機

を
用
意
し
た
。
収
穫
し
た
米

を
施
設
に
持
ち
込
め
ば
、
乾

燥
か
ら
袋
詰
め
ま
で
の
作
業

が
１
カ
所
で
で
き
る
。
そ
の

ま
ま
検
査
・
出
荷
も
可
能
な

の
で
、
貯
蔵
や
運
搬
の
手
間

が
な
く
な
り
、
効
率
性
が
ア

ッ
プ
す
る
。

６
日
に
は
、
澤
村
一
雄
代

表
ら
が
施
設
内
で
開
所
式
を

開
き
、
Ｊ
Ａ
の
宮
永
均
専
務

理
事
や
今
井
実
市
議
会
議
長

ら
が
出
席
し
て
祝
辞
を
述
べ

た
。
そ
の
後
、
宮
永
専
務
が

澤
村
代
表
に
看
板
を
贈
呈
し

た
。

足
が
進
む
米
の
生
産
者
の
労

力
軽
減
に
つ
な
げ
る
。

同
地
区
に
は
、
約

㌶
の

田
ん
ぼ
が
広
が
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
は
米
の
収
穫
後
、

農
家
が
個
々
に
も
み
の
乾
燥

な
ど
の
調
製
作
業
を
進
め
、

各
自
で
農
産
物
検
査
場
所
の

大
根
支
所
ま
で
運
ん
で
い

た
。
近
年
は
生
産
者
の
高
齢

化
や
担
い
手
不
足
で
、
調
製

や
運
搬
の
作
業
が
負
担
と
な

っ
て
い
た
。
そ
こ
で
鶴
巻
営

農
組
合
の
メ
ン
バ
ー
が
共
同

乾
燥
調
製
施
設
の
設
置
を
発

案
し
、
開
設
に
向
け
て
検
討

を
進
め
て
き
た
。

で
の
作
業
を
効
率
化
す
る
こ

と
で
、
高
齢
化
や
担
い
手
不

鶴
巻
地
区
で
、
鶴
巻
営
農

組
合
の
有
志
が
運
営
す
る

「
鶴
巻
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
」

が
発
足
し
た
。
市
内
で
初
め

て
、
米
の
共
同
乾
燥
調
製
施

設
を
開
設
。
調
製
作
業
の

他
、
農
産
物
検
査
や
集
荷
も

セ
ン
タ
ー
施
設
内
で
行
う
体

制
を
整
え
た
。
米
の
出
荷
ま

続
き
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま

す
。

月

日
（
水)

ま
で


各
支
所
・
支
店
で
提
出
書
類

の
事
前
確
認
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

（
５
面
に
関
連
記
事
）

特
定
生
産
緑
地
制
度

手
続
き
を

サ
ポ
ー
ト

Ｊ
Ａ
は
市
と
連
携
し
、
特

定
生
産
緑
地
制
度
の
指
定
手

た
。
素
晴
ら
し
い
賞
を
い
た

だ
け
て
と
て
も
あ
り
が
た

い
」
と
笑
顔
で
話
し
た
。

加
藤
さ
ん
は
「
県
内
の
仲

間
の
協
力
の
お
か
げ
で
組
織

活
動
を
進
め
る
こ
と
が
で
き

地
域
協
議
会
会
長
を
務
め
た

他
、
園
芸
協
会
事
業
見
直
し

検
討
委
員
会
の
委
員
長
と
し

て
、
県
の
花
き
関
連
事
業
の

推
進
や
園
芸
協
会
事
業
の
再

構
築
に
も
尽
力
す
る
な
ど
、

花
き
園
芸
の
振
興
に
果
た
し

た
役
割
と
功
績
が
高
く
評
価

さ
れ
た
。

の
柳
川
賢
治
さ
ん
が
県
知
事

賞
に
、
平
沢
の
加
藤
宗
雅
さ

ん
が
県
議
会
議
長
賞
に
輝
い

た
。加

藤
政
市
さ
ん
は
、
県
花

き
園
芸
組
合
連
合
会
長
な
ど

の
要
職
を
歴
任
し
、
組
織
の

強
化
や
花
き
産
業
の
発
展
に

尽
力
。
県
花
き
・
植
木
振
興

県
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
で

８
日
、
令
和
元
年
度
花
き
関

係
褒
賞
授
与
式
が
開
か
れ
、

園
芸
功
労
賞
や
県
花
き
立
毛

共
進
会
な
ど
の
表
彰
が
行
わ

れ
た
。
平
沢
の
加
藤
政
市
さ

ん
が
、
県
園
芸
協
会
の
園
芸

功
労
賞
を
受
賞
。
共
進
会
で

は
、
露
地
切
花
部
門
で
平
沢

の
さ
ら
な
る
農
業
振
興
に
努

め
て
も
ら
い
た
い
」
と
話
し

た
。

あ
っ
て
成
り
立
つ
も
の
。
今

後
も
安
全
・
安
心
な
農
産
物

を
生
産
し
て
も
ら
い
、
秦
野

は
、
直
売
所
や
地
域
農
業
の

さ
ら
な
る
活
性
化
に
貢
献
し

た
出
荷
者
と
し
て
、
年
間
売

り
上
げ
が
初
め
て
１
０
０
万

円
以
上
と
な
っ
た
出
荷
者
２

人
と
、
前
回
の
表
彰
か
ら
年

間
売
り
上
げ
が

万
円
以
上

増
加
し
た
出
荷
者

人
を
表

彰
。
野
菜
、
果
物
、
花
卉

（
か
き
）
、
茶
な
ど
の
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
の
出
荷
者
に
記

念
品
を
贈
っ
た
。
さ
ら
に


歳
以
上
で
年
間
１
０
０
万
円

以
上
を
売
り
上
げ
た
出
荷
者

２
人
を
特
別
表
彰
し
、
同
店

オ
リ
ジ
ナ
ル
ジ
ャ
ン
パ
ー
を

贈
呈
し
た
。

山
口
政
雄
組
合
長
は
「
直

売
所
は
、
出
荷
者
の
協
力
が

げ
、
来
店
者
は

万
９
０
０

０
人
に
達
し
た
。
毎
年
３
月

に
は
出
荷
者

の
労
を
ね
ぎ

ら
う
と
と
も

に
、
生
産
意

欲
向
上
に
つ

な
げ
て
も
ら

お
う
と
「
じ

ば
さ
ん
ず
元

気
い
っ
ぱ
い

生

産

者

大

会
」
を
開
催

し
て
き
た
。

今
年
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症

の
影
響
で
中

止
し
た
が
、

同
店
を
支
え

る
出
荷
者
に

感
謝
を
伝
え

よ
う
と
、
授

与
式
を
開
い

た
。授

与
式
で

同
店
は
昨
年
度
、
約
９
億

３
０
０
０
万
円
を
売
り
上

梨
茶
園
」
を
営
む
髙
梨
孝
さ

ん
が
、
児
童
３
人
の
体
験
を

受
け
入
れ
た
。
茶
の
製
造
工

場
を
案
内
し
、
摘
ん
だ
後
の

茶
葉
が
製
茶
に
な
る
ま
で
の

過
程
を
丁
寧
に
説
明
。
機
械

を
動
か
し
て
見
せ
た
他
、
機

械
化
が
進
む
前
に
手
作
業
で

茶
を
仕
上
げ
て
い
た
頃
の
作

業
工
程
な
ど
も
伝
え
た
。
児

童
は
、
生
茶
葉
を
入
れ
る
コ

ン
テ
ナ
の
清
掃
作
業
も
体
験

し
た
。

髙
梨
さ
ん
は
「
農
家
の
仕

事
を
実
際
に
見
て
体
験
し
て

も
ら
う
こ
と
は
と
て
も
大

切
。
今
後
も
学
習
の
場
を
提

供
し
、
市
内
で
良
質
な
茶
が

作
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
多
く

の
子
ど
も
た
ち
に
知
っ
て
も

ら
い
た
い
」
と
笑
顔
を
見
せ

た
。

解
を
促
し
た
。


日
に
は
、
菩
提
で
「
高

提
供
し
た
。
野
菜
や
酪
農
、

茶
の
３
部
門
を
用
意
。
体
験

を
通
し
て
、
次
世
代
を
担
う

子
ど
も
た
ち
に
農
業
へ
の
理

秦
野
市
農
業
経
営
士
会
は

８
月

、

、

日
の
３
日

間
、
市
内
の
小
学
４
～
６
年

生
に
農
業
体
験
学
習
の
場
を

半
期
事
業
特
集
号
の
内
容
な
ど
に

つ
い
て
ご
意
見
・
ご
要
望
の
あ
る

方
は
、
９
月

日
（
月
）
か
ら


月
９
日
（
金
）
ま

で
に
上
の
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
を
読
み
取
っ

て
メ
ー
ル
を
送
信

す
る
か
「
意
見
・
要
望
書
」
を
Ｆ

Ａ
Ｘ
ま
た
は
本
所
・
各
支
所
・
支

店
に
直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

今
年
度
の
「
秋
の
座
談
会
」

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
防
止
の
た
め
、
開
催
方

法
を
変
更
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
意

見
・
要
望
を
メ
ー
ル
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
な

ど
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

組
合
員
訪
問
日
に
配
布
し
た
上

Ｊ
Ａ
は
だ
の
は
８
月

日
、
本
所
で
じ
ば
さ
ん
ず
の

出
荷
者

人
を
表
彰
し
た
。
日
頃
の
継
続
的
な
出
荷
や

店
舗
運
営
へ
の
協
力
に
対
す
る
感
謝
を
伝
え
た
。

９
月
の
組
合
員
訪
問
日
は
、
先
月
に
引
き
続
き
訪
問
方

法
を
簡
略
化
し
、
機
関
紙
「
Ｊ
Ａ
は
だ
の
」
の
ポ
ス
ト
投

函
で
の
対
応
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

文中の表彰などの人名紹介の際の敬称は省略させていただきます。

十
五
夜
に
月
見
ま
ん
じ
ゅ
う

加
工
品
出
荷
者
の
作
る
ま
ん
じ
ゅ

う
が
、
じ
ば
さ
ん
ず
で
人
気
を
集
め

て
い
る
。
市
内
で
は
古
く
か
ら
９
月


日
を
十
五
夜
と
し
て
、
ま
ん
じ
ゅ

う
を
供
え
て
土
の
恵
み
を
神
に
感
謝

す
る
習
わ
し
が
あ
る
。
現
在
は
暦
に

合
わ
せ
た
十
五
夜
の
日
に
供
え
物
を

す
る
家
庭
も
多
い
。
今
年
の
十
五
夜

は

月
１
日
。

出
荷
者
の
一
人
、
菩
提
の
大
澤
玲

子
さ
ん
は
、
毎
年
９
月

日
と
十
五

夜
に
合
わ
せ
て
量
を
増
や
し
、
多
い

日
は
３
５
０
個
を
作
る
。

大
澤
さ
ん
は
「
秦
野
な
ら
で
は
の

伝
統
文
化
を
伝
え
て
い
き
た
い
」
と

笑
顔
を
見
せ
た
。

南矢名の

髙橋
た か は し

良平
り ょ う へ い

さん()



趣
味
の
陶
芸
仲
間
と
楽
し
く

南
矢
名
下
部
生
産
組
合

長
を
務
め
る
髙
橋
良
平
さ

ん
は
、
農
家
に
生
ま
れ
育

ち
、
大
学
卒
業
後
に
地
方

公
務
員
と
し
て
平
塚
市
に

就
職
。
休
日
は
両
親
を
手

伝
っ
て
農
作
業
に
汗
を
流

し
て
い
た
。
退
職
後
に
就

農
し
、
現
在
も
妻
と
共
に

良
質
な
農
産
物
を
生
産
し

て
い
る
。
使
用
す
る
堆
肥

は
自
家
製
で
、
収
穫
後
の

落
花
生
の
葉
や
、
料
理
で

使
っ
た
野
菜
の
皮
な
ど
を

材
料
に
使
用
。
環
境
に
配

慮
し
て
農
作
業
を
進
め
る

こ
と
を
心
掛
け
て
い
る
。

落
花
生
と
柿
は
、
じ
ば
さ

ん
ず
な
ど
に
出
荷
。
消
費

者
か
ら
の
「
こ
の
前
買
っ

た
柿
が
甘
く
て
お
い
し
か

っ
た
よ
」
な
ど
の
声
が
や

り
が
い
に
な
っ
て
い
る
。

農
業
に
励
む
一
方
で
、

妻
と
一
緒
に
続
け
て
い
る

の
が
、
趣
味
の
陶
芸
だ
。


年
前
に
知
人
が
陶
芸
教

室
を
開
い
た
こ
と
を
機
に

始
め
、
現
在
は

人
の
仲

間
と
結
成
し
た
グ
ル
ー
プ

で
月
に
１
回
活
動
し
て
い

る
。
ろ
く
ろ
を
回
し
て
皿

や
湯
飲
み
な
ど
を
土
か
ら

成
形
し
、
電
気
陶
器
窯
で

焼
き
上
げ
る
。
素
焼
き
や

色
付
け
な
ど
、
一
つ
の
作

品
を
仕
上
げ
る
の
に
か
か

る
時
間
は
約
２
カ
月
。
髙

橋
さ
ん
は
「
自
分
の
手
で

作
っ
た
湯
飲
み
で
飲
む
お

茶
は
格
別
」
と
笑
顔
を
見

せ
る
。

勤
め
て
い
た
時
の
仲
間

や
、
家
族
と
旅
行
す
る
こ

と
も
楽
し
み
の
一
つ
。
現

在
は
遠
出
を
控
え
て
い
る

が
、
こ
れ
ま
で
に
北
海
道

か
ら
沖
縄
県
ま
で
、
全
国

各
地
の
観
光
名
所
を
巡
っ

て
き
た
。

今
後
に
つ
い
て
「
良
質

な
農
産
物
を
消
費
者
に
届

け
る
た
め
に
は
、
健
康
で

い
る
こ
と
が
一
番
。
自
分

で
作
っ
た
器
を
日
々
の
生

活
で
使
う
の
が
楽
し
み
な

の
で
、
陶
芸
も
妻
や
仲
間

と
共
に
続
け
て
い
き
た

い
」
と
話
し
た
。

今回は、協同

組合の祖、二宮

尊徳について振

り返るわよ。

うん！尊徳の

思想は日本の協

同組合の発展に

大きく影響した

ということは覚えている

よ。本所の入り口に二宮

尊徳の銅像が建っている

よね。

そうよ。二宮

尊徳は、日本の

協同組合運動の

先駆けとして江

戸時代後期に報徳思想を

唱えて、農村復興政策を

指導した

人だった

わね。

ＪＡは

だのは、

この思想

を大切に

し よ う

と、尊徳

の銅像を

建てたの

よね。

改めて二宮尊

徳の思想につい

て知ることがで

きたよ。教えて

くれてありがとう、やえ

のちゃん！

二
宮
尊
徳
は
協
同
組
合
の
祖

上半期事業に
ご 意 見 を

蒸かしたてのまんじゅうを並べる大澤さん

園
芸
功
労
賞
を
受
賞
し
た
加
藤
さ
ん

継続的な出荷に感謝継続的な出荷に感謝
じばさんず出荷者人表彰

花
産
業
へ
の
功
績
評
価

加
藤

に
県
園
芸
功
労
賞

児
童
に
農
業
体
験

経
営
士
会

学
習
の
場
提
供

生産者の労力軽減
ＪＡが看板を寄贈

市
内
初

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
発
足

動
物
の
自
動
捕
獲
シ
ス
テ
ム

生
産
組
合
が
セ
ッ
ト
方
法
確
認

宮永専務理事㊧から看板を受け取る澤村代表

市
特
産
の
落
花
生
。
農
家
ら
は
、
収
穫
体
験

の
場
を
用
意
し
て
い
る
。
Ｊ
Ａ
は
栽
培
技
術
向

上
に
向
け
共
進
会
を
開
く
他
、
じ
ば
さ
ん
ず
で

Ｐ
Ｒ
。
地
域
一
体
と
な
り
振
興
に
取
り
組
む
。

今月の特集
４～５面

地
域
一
体
で
落
花
生
を
振
興

９
月

日(

月)

か
ら


月
９
日(

金)

ま
で

表
彰
を
受
け
た
じ
ば
さ
ん
ず
出
荷
者
ら

茶の製造工程を児童に説明する髙梨さん㊧

シ
ス
テ
ム
の
セ
ッ
ト
方
法
を
確

認
す
る
組
合
員

９
月
訪
問
日
も
ポ
ス
ト
投
函

(://-/)（） 年(令和２年)月日(土曜日) 年(令和２年)月日(土曜日) （）第号 第号Ｊ Ａ は だ の (://-/) Ｊ Ａ は だ の
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本
所
農
業
団
地
セ
ン
タ
ー
で

行
っ
た
受
講
生
３
人
が
ピ

ク
ル
ス
の
作
り
方
や
加
熱
殺

菌
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
ん
だ
。

講
師
を
務
め
る
県
農
業
技

術
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
、
加

熱
殺
菌
の
方
法
を
解
説
。
加

工
品
の
種
類
に
よ
っ
て
加
熱

す
る
温
度
や
時
間
が
異
な
る

こ
と
を
伝
え
た
。

受
講
生
は
、
切
っ
た
野
菜

と
調
味
料
を
瓶
や
ラ
ミ
ネ
ー

ト
袋
に
入
れ
て
密
封
。
温
度

計
を
使
い
、

度
の
湯
せ
ん

で

分
か
け
て
加
熱
殺
菌
し

た
。
野
菜
の
食
感
を
生
か
し

た
ピ
ク
ル
ス
に
す
る
た
め

に
、
加
熱
時
の
温
度
を
上
げ

過
ぎ
な
い
こ
と
な
ど
、
製
品

の
特
性
と
食
品
の
安
全
性
を

両
立
す
る
た
め
の
方
法
を
学

ん
だ
。

ピ
ク
ル
ス
作
り

実
習
セ
ミ
ナ
ー

市
民
農
業
塾

は
だ
の
都
市
農
業
支
援
セ

ン
タ
ー
は
８
月

日
「
は
だ

の
市
民
農
業
塾
」
農
産
加
工

セ
ミ
ナ
ー
コ
ー
ス
の
実
習
を

調
査
。
そ
の
後
、
解
剖
用
の

針
で
苗
の
全
て
の
葉
を
剥
が

し
、
成
長
点
を
顕
微
鏡
で
調

べ
た
。

調
査
は
、
花
芽
分
化
の
状

態
や
苗
の
窒
素
量
を
確
認
す

る
こ
と
で
、
定
植
適
期
の
目

安
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
た

め
、
栽
培
管
理
に
重
要
だ
。

職
員
ら
は
、
イ
チ
ゴ
苗
が

花
芽
分
化
に
適
し
た
硝
酸
窒

素
濃
度
に
な
っ
て
い
る
か
を

や
さ
い
部
会
い
ち
ご
部
は


日
、
本
所
農
業
団
地
セ
ン

タ
ー
の
土
壌
診
断
室
で
、
イ

チ
ゴ
の
花
芽
分
化
調
査
を
行

っ
た
。
県
農
業
技
術
セ
ン
タ

ー
や
Ｊ
Ａ
営
農
課
の
職
員

が
、
部
員
の
持
ち
寄
っ
た
イ

チ
ゴ
苗
を
調
査
し
た
。

が
出
席
し
た
。

市
の
職
員
が
制
度
の
概
要

や
手
続
き
の
流
れ
、
指
定
す

る
場
合
に
必
要
な
書
類
な
ど

に
つ
い
て
説
明
。
指
定
手
続

き
の
有
無
に
よ
り
、
固
定
資

産
税
や
相
続
税
の
納
税
猶
予

な
ど
の
面
で
も
大
き
な
差
が

生
じ
る
た
め
、
後
継
者
へ
の

継
承
や
今
後
の
資
産
活
用
な

ど
を
十
分
に
検
討
し
た
上
で

選
択
す
る
よ
う
呼
び

掛
け
た
。

制
度
に
つ
い
て
市

と
事
務
連
携
す
る
Ｊ

Ａ
は
、
特
定
生
産
緑

地
の
指
定
手
続
き
を

サ
ポ
ー
ト
し
よ
う

と
、
各
支
所
・
支
店

で
提
出
書
類
の
事
前

確
認
を
受
け
付
け
て

い
る
。
Ｊ
Ａ
で
の
事

前
確
認
は

月

日

（
水
）
ま
で
で
、
予

約
制
と
な
っ
て
い

る
。
詳
し
く
は
、
各

支
所
・
支
店
ま
で
。

特
定
生
産
緑
地

制
度
に
対
応
を

Ｊ
Ａ
と
市
が
説
明
会

Ｊ
Ａ
は
だ
の
と
市
ま
ち
づ

く
り
計
画
課
は
８
月

日
と

９
月
５
日
、
ク
ア
ー
ズ
テ
ッ

ク
秦
野
カ
ル
チ
ャ
ー
ホ
ー
ル

で
特
定
生
産
緑
地
制
度
説
明

会
を
開
い
た
。
２
日
間
合
わ

せ
て
２
７
７
人
の
組
合
員
ら

コ
ロ
ナ
や
学
給

の
意
見
を
交
換

Ｊ
Ａ
と
青
年
部

Ｊ
Ａ
は
だ
の
は
９
日
、
本

所
で
営
農
部
と
青
年
部
の
意

見
交
換
会
を
開
い
た
。
生
産

資
材
の
供
給
価
格
や
観
光
農

園
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
の
他
、
中
学
校

給
食
へ
の
農
産
物
供
給
な
ど

に
つ
い
て
意
見
交
換
し
た
。

部
員
か
ら
は
、
環
境
保
全

型
の
農
業
を
進
め
る
上
で
、

生
分
解
マ
ル
チ
な
ど
の
資
材

を
安
価
で
供
給
す
る
こ
と

や
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
観
光
農

園
の
運
営
に
つ
い
て
、
感
染

症
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
設

け
る
こ
と
な
ど
の
要
望
が
上

が
っ
た
。

Ｊ
Ａ
は
、
市
が
２
０
２
１

年

月
か
ら
始
め
る
中
学
校

給
食
に
つ
い
て
、
部
員
に
農

産
物
供
給
の
協
力
を
依
頼
。

現
在
取
り
組
ん
で
い
る
小
学

校
給
食
や
じ
ば
さ
ん
ず
へ
の

出
荷
量
は
減
ら
さ
ず
に
、
中

学
校
給
食
に
も
供
給
を
始
め

る
意
向
で
あ
る
こ
と
を
説
明

し
た
上
で
、
営
農
規
模
の
拡

大
に
意
欲
的
な
若
手
農
家
の

協
力
を
呼
び
掛
け
た
。

で
、
良
質
な
キ
ウ
イ
フ
ル
ー

ツ
に
仕
上
げ
た
。

尾
澤
さ
ん
は
「
ブ
ラ
ン
ド

を
確
立
し
て
い
く
た
め
、
今

後
も
部
員
と
協
力
し
て
さ
ら

に
品
質
を
向
上
さ
せ
て
い
き

た
い
」
と
意
気
込
む
。

り
、
部
全
体
で
品
質
向
上
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

部
員
の
尾
澤
健
一
さ
ん

は
、

㌃
の
園
で
約

本
を

栽
培
し
て
い
る
。
摘
蕾
（
て

き
ら
い
）
や
摘
果
な
ど
の
栽

培
管
理
を
徹
底
す
る
こ
と

だ
。「

丹
沢
レ
ッ
ド
」
は
、
完

熟
す
る
と

～

ほ
ど
に
な

る
高
い
糖
度
と
食
味
の
良
さ

が
特
徴
の
キ
ウ
イ
フ
ル
ー

ツ
。
同
部
で
は
部
員

人
が

約

㌃
の
園
で
栽
培

し
て
い
る
。
枝
の
成

長
力
が
旺
盛
で
着
果

数
が
多
い
た
め
、
剪

定
（
せ
ん
て
い
）
や

摘
果
な
ど
の
作
業
が

重
要
と
な
る
。
同
部

は
病
害
虫
の
防
除
や

施
肥
の
タ
イ
ミ
ン
グ

な
ど
を
記
載
し
た
栽

培
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作

ー
ツ
部
の
部
員
が
合
計

㌧

を
Ｊ
Ａ
選
果
場
に
持
ち
込
ん

期
を
迎
え
た
。

、

の
両

日
、
果
樹
部
会
キ
ウ
イ
フ
ル

市
内
で
、
果
肉
の
赤
い
早

生
種
の
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ

「
丹
沢
レ
ッ
ド
」
が
収
穫
時

ニ
ン
ニ
ク
の

品
質
向
上
へ

栽
培
講
習
会

葉
ニ
ン
ニ
ク
研
究
会
と
上

地
区
ニ
ン
ニ
ク
研
究
会
は
１

日
、
上
支
所
で
栽
培
講
習
会

を
開
い
た
。
ニ
ン
ニ
ク
の
品

質
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
目

的
。
会
員
の
他
、
県
農
業
技

術
セ
ン
タ
ー
や
Ｊ
Ａ
営
農
課

の
職
員
ら
合
わ
せ
て

人
が

参
加
し
た
。

同
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
、

ニ
ン
ニ
ク
の
暖
地
系
品
種

「
平
戸
」
と
葉
の
部
分
を
食

べ
る
「
ハ
ー
リ
ッ
ク
」
の
栽

培
上
の
注
意
点
を
解
説
。
病

害
虫
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
、

土
壌
消
毒
な
ど
を
徹
底
す
る

よ
う
会
員
に
呼
び
掛
け
た
。

会
員
ら
は
、
２
０
１
９
年

産
の
ニ
ン
ニ
ク
の
生
産
結
果

も
確
認
。
長
期
間
出
荷
す
る

た
め
、
作
付
け
の
時
期
を
ず

ら
す
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
意

見
を
交
換
し
た
。

ど
の
課
題
も
多
い
が
、
協
力

し
て
出
荷
体
制
を
維
持
し
て

い
き
た
い
」
と
話
し
た
。

部
員
は
、
早
生
種
の
「
出

雲
」
「
国
見
」
な
ど
を
中
心

に
栽
培
。
主
産
地
の
栗
が
出

回
る
前
に
販
売
す
る
こ
と
で

有
利
販
売
に
つ
な
げ
、
消
費

者
に
い
ち
早
く
秋
の
味
覚
を

届
け
て
い
る
。
近
年
は
有
害

鳥
獣
に
よ
る
食
害
が
増
え
、

生
産
者
が
徐
々
に
減
少
。
現

在
は
部
員


人
が
、
良
質

な
栗
を
生
産

し
て
い
る
。

小
澤
明
部

長
は
「
部
員

の
高
齢
化
や

鳥
獣
被
害
な

仕
上
が
っ
た
。
出
荷
は

日

ま
で
続
い
た
。

評
価
員
を
務
め
る
部
員

が
、
丁
寧
に
品
質
を
チ
ェ
ッ

ク
し
た
。
選
果
器
を
使
っ
て

規
格
ご
と
に
分
け
、
Ｊ
Ａ
全

農
か
な
が
わ
中
央
ベ
ジ
フ
ル

セ
ン
タ
ー
に
出
荷
。
県
内
の

ス
ー
パ
ー
な
ど
に
並
ん
だ
。

持
ち
込
ん
だ
。
今
年
は
実
が

肥
大
す
る
８
月
中
旬
に
雨
が

少
な
か
っ
た
た
め
粒
は
小
さ

め
だ
が
、
品
質
の
良
い
栗
に

果
樹
部
会
く
り
部
が
２

日
、
栗
の
出
荷
を
ス
タ
ー
ト

し
た
。
初
日
に
は
部
員
２
人

が
約

㌔
を
Ｊ
Ａ
選
果
場
に

本
町
支
所
運
営
委
員
会
は


日
、
上
大
槻
で
落
花
生
の
収
穫

体
験
を
開
い
た
。
地
域
と
の
交

流
を
深
め
、
秦
野
の
農
業
の
魅

力
を
伝
え
よ
う
と
企
画
。
地
域

住
民
ら

人
が
参
加
し
、
委
員

会
メ
ン
バ
ー
の
農
家
の
指
導
で

作
業
を
体
験
し
た
。

収
穫
体
験
の
実
施
日
は
当

初
、
悪
天
候
の
予
報
だ
っ
た
た

め
中
止
を
検
討
し
て
い
た
が
、

田
中
和
幸
委
員
長
が
「
少
し
で

も
秦
野
の
特
産

物
を
知
っ
て
も

ら
い
た
い
」
と

開
催
を
決
定
。

田
中
委
員
長
が

前
日
に
落
花
生

を
収
穫
し
て
、

脱
莢
（
だ
っ
き

ょ
う
）
作
業
だ

け
を
参
加
者
に

体
験
し
て
も
ら

う
企
画
に
変
更

し
た
。

参
加
者
は
、

田
中
委
員
長
か

ら
落
花
生
の
栽

培
方
法
や
脱
莢
の
仕
方
な
ど
の

説
明
を
受
け
、
作
業
に
汗
を
流

し
た
。
参
加
者
の
一
人
は
「
子

ど
も
が
ゆ
で
た
落
花
生
の
お
い

し
さ
に
感
動
し
て
い
た
と
こ

ろ
、
父
か
ら
こ
の
体
験
を
教
え

て
も
ら
っ
た
。
秦
野
の
落
花
生

に
触
れ
る
良
い
機
会
に
な
っ

た
」
と
話
し
た
。
田
中
委
員
長

は
「
雨
で
収
穫
作
業
は
で
き
な

か
っ
た
が
、
参
加
者
の
笑
顔
が

見
ら
れ
て
良
か
っ
た
。
落
花
生

や
秦
野
の
農
業
に
興
味
を
持
っ

て
も
ら
う
き
っ
か
け
に
な
れ

ば
」
と
話
し
た
。

じ
ば
さ
ん
ず
で
、
農
家
が
出

荷
す
る
生
落
花
生
が
消
費
者
か

ら
人
気
を
集
め
て
い
る
。
店
頭

に
並
ぶ
新
鮮
な
落
花
生
を
求
め

て
、
連
日
多
く
の
来
店
者
が
訪

れ
て
い
る
。

同
店
は
毎
年
８
月
上
・
中
旬

に
な
る
と
、
店
舗
入
り
口
付
近

に
生
落
花
生
の
売
り
場
を
設

置
。
農
家
が
丹
精
し
て
育
て
た

落
花
生
を
多
く
の
消
費
者
に
手

に
取
っ
て
も
ら
お
う
と
工
夫
し

て
い
る
。

生
落
花
生
は
、
農
家
が
収
穫

し
た
後
に
水
洗
い
し
、
半
日
か

ら
１
日
か
け
て
乾
か
し
た
も

の
。
ゆ
で
た
り
い
っ
た
り
と
、

調
理
し
て
食
べ
る
。
市
内
で
は

古
く
か
ら
農
家
が
ゆ
で
た
落
花

生
を
お
や
つ
代
わ
り
に
食
べ
て

い
た
。
同
店
は
そ
の
食
文
化
を

多
く
の
人
に
伝
え
よ
う
と
、
店

内
広
告
（
Ｐ
Ｏ
Ｐ
）
を
掲
示
し

て
、
お
勧
め
の
食
べ
方
を
伝
え

て
い
る
。
販
売
は

月
ご
ろ
ま

で
続
く
見
込
み
だ
。

来
店
者
の
一
人
は
「
新
鮮
な

生
落
花
生
は
な
か
な
か
手
に
入

ら
な
い
。
い
ろ
い
ろ
な
品
種
を

食
べ
比
べ
る
の
が
楽
し
み
」
と

話
し
た
。

Ｊ
Ａ
は
だ
の
は
８
月

日
と

９
月

日
の
２
日
間
、
市
内


カ
所
の
畑
で
落
花
生
の
立
毛
共

進
会
を
開
い
た
。
県
農
業
技
術

セ
ン
タ
ー
と
Ｊ
Ａ
、
市
の
職
員

が
「
郷
の
香
」
と
「
改
良
半

立
」
の
２
品
種
を
審
査
。
上
位

８
点
を
選
出
し
た
。

Ｊ
Ａ
は
、
市
内
の
落
花
生
の

栽
培
技
術
向
上
に
つ
な
げ
よ
う

と
、

年
前
か
ら
立
毛
共
進
会

を
開
い
て
い
る
。
落
花
生
で
立

毛
共
進
会
を
開
く
Ｊ
Ａ
は
県
内

唯
一
で
、
全
国
的
に
も
珍
し
い

取
り
組
み
だ
。

立
毛
共
進
会
は
畑
で
の
栽
培

状
況
の
他
、
農
産
物
の
品
質
や

収
量
な
ど
か
ら
総
合
的
に
審
査

す
る
も
の
。
畑
で
の
巡
回
審
査

で
は
、
落
花
生
の
生
育
状
況
や

病
害
虫
の
発
生
状
況
を
は
じ

め
、
マ
ル
チ
の
被
覆
処
理
や
鳥

獣
被
害
対
策
な
ど
の
栽
培
管
理

に
つ
い
て
評
価
し
た
。

品
質
と
収
量
は
、
各
生
産
者

の
畑
で
採
取
し
た
落
花
生
を
基

に
審
査
。
セ
ン
タ
ー
職
員
ら
が

本
所
に
持
ち
帰
っ
た
サ
ン
プ
ル

を
病
害
虫
の
被
害
粒
や
、
さ
や

の
中
の
粒
数
ご
と
に
仕
分
け
て

並
べ
、
形
や
色
な
ど
を
念
入
り

に
チ
ェ
ッ
ク
し
た
。
そ
の
後
、

巡
回
審
査
時
に
計
測
し
た
畝
幅

と
株
間
の
長
さ
か
ら
、
収
穫
見

込
み
量
を
算
出
。
畑
で
の
栽
培

状
況
の
審
査
と
合
わ
せ
て
点
数

を
付
け
、
総
合
的
に
評
価
し

た
。共

進
会
の
結
果
は
２
面
「
受

賞
お
め
で
と
う
！
」
に
掲
載
。

堀
山
下
の
大
倉
掘
り
取
り
観

光
組
合
は
６
日
、
７
組

人
の

収
穫
体
験
を
受
け
入
れ
た
。
来

園
者
に
落
花
生
の
掘
り
方
を
指

導
し
た
他
、
お
勧
め
の
調
理
方

法
を
伝
え
た
。

市
内
の
掘
り
取
り
観
光
は
、

都
心
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
の
良
さ

や
、
豊
か
な
自
然
の
中
で
体
験

で
き
る
こ
と
か
ら
、
例
年
は
３

０
０
０
人
以
上
の
来
園
者
で
に

ぎ
わ
う
。
今
シ
ー
ズ
ン
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
申
し
込
み
数
は
例
年
よ
り

少
な
か
っ
た
が
、
秦
野
の
落
花

生
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
お
う

と
、
市
内
３
カ
所
の
園
が
体
験

を
受
け
入
れ
た
。

今
年
は
、
は
だ
の
都
市
農
業

支
援
セ
ン
タ
ー
が
運
営
す
る

「
は
だ
の
農
業
満
喫
Ｃ
Ｌ
Ｕ

Ｂ
」
の
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
と
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
セ
ン
タ

ー
が
会
員
に
掘
り
取
り
園
の
情

報
を
メ
ー
ル
で
発
信
。
「
落
花

生
農
園
オ
ー
ナ
ー
」
な
ど
に
参

加
し
て
い
た
会
員
が
、
落
花
生

の
掘
り
取
り
体
験
が
で
き
る
よ

う
に
配
慮
し
た
。

家
族
で
訪
れ
た
来
園
者
の
一

人
は
「
落
花
生
掘
り
を
毎
年
楽

し
み
に
し
て
い
る
。
今
年
も
体

験
で
き
て
良
か
っ
た
」
と
笑
顔

で
話
し
た
。
同
組
合
の
山
口
斧

助
代
表
は
「
団
体
の
申
し
込
み

が
少
な
い
の
で
、
セ
ン
タ
ー
で

情
報
発
信
し
て
も
ら
え
て
助
か

っ
た
。
今
後
も
体
験
の
場
を
提

供
し
、
落
花
生
の
お
い
し
さ
を

多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た

い
」
と
話
し
た
。

について紹介します。原さんの落花生は、プ

レゼンターの林修さんがスタジオで味わいま

す。じばさんずでの販売風景も放映される予

定ですので、お見逃しなく！

◎番 組＝フジテレビ「四季彩キッチン」

◎放映日＝９月日（月）午後９時分～

同時

※放送日時は変更になる場合あり

フジテレビのミニ番組「四季彩キッチン」

に、秦野の落花生が登場します。撮影クルー

は下大槻の原卓司さんの畑を訪れ、収穫作業

に密着。秦野の落花生の歴史や栽培方法など

落
花
生
は
、
秦
野
市
を
代
表
す
る
特
産
物
の
一
つ
だ
。
市
内
で

は
、
農
家
が
掘
り
取
り
園
を
開
園
す
る
他
、
支
所
運
営
委
員
会
が
収

穫
体
験
を
企
画
し
た
。
Ｊ
Ａ
は
落
花
生
共
進
会
を
開
き
、
生
産
者
の

栽
培
技
術
向
上
に
一
役
。
じ
ば
さ
ん
ず
で
は
生
落
花
生
の
コ
ー
ナ
ー

を
設
置
し
、
来
店
者
に
秦
野
の
特
産
物
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。
地
域
が

一
体
と
な
っ
て
、
落
花
生
振
興
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

田中委員長㊨と作業する参加者

落
花
生
を
収
穫
す
る
来
園
者

落花生を審査するセンター職員

魅
力
発
信
／

地
域
一
体
で
振
興

支所運営委が脱莢

体験を企画
地域住民ら
12人が参加

観
光
農
園
で
掘
り
取
り

満
喫
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ

会
員
に
も
情
報

店頭に並ぶ新鮮な生落花生

林修先生が味わう フジで
放 映

じ
ば
さ
ん
ず
で
生
が
人
気

新
鮮
さ

魅
力
に

立
毛
共
進
会
で
技
術
競
う

８
点
を

選

出

堀
西
の
―
市
川

い

ち

か

わ

節
子

せ

つ

こ

さ
ん

命の営みを写真に

№445
堀
西
在
住
の
市
川
節
子

さ
ん
。
群
馬
県
出
身
で
、

大
学
を
卒
業
後
、
厚
木
市

の
小
学
校
に
勤
務
。
結
婚

後
は
秦
野
市
に
移
住
し
、

子
育
て
と
両
立
し
な
が
ら

市
内
の
小
学
校
や
公
民
館

で
勤
務
し
て
き
た
。
カ
メ

ラ
が
趣
味
で
、
市
川
さ
ん

が
撮
影
し
た
写
真
は
、
こ

れ
ま
で
に
数
々
の
写
真
コ

ン
ク
ー
ル
に
入
賞
。
写
真

の
書
籍
も
出
版
し
た
他
、

Ｊ
Ａ
は
だ
の
写
真
コ
ン
テ

ス
ト
の
審
査
員
も
務
め
て

い
た
。
現
在
は
堀
川
小
学

校
に
臨
時
職
員
と
し
て
勤

務
し
な
が
ら
、
休
日
や
仕

事
終
わ
り
に
市
内
で
植
物

や
昆
虫
、
野
鳥
を
撮
影
し

て
い
る
。



撮
影
を
始
め
た
き

っ
か
け
は
？

勤
務
先
で
カ
メ
ラ
好
き

の
知
人
が
、
撮
影
技
術
を

教
え
て
く
れ
た
こ
と
が
き

っ
か
け
で
す
。
私
は
自
然

観
察
が
趣
味
で
、
植
物
の

記
録
を
残
す
た
め
に
カ
メ

ラ
を
使
用
し
て
い
ま
し

た
。
撮
影
技
術
を
教
え
て

も
ら
っ
て
か
ら
撮
影
の
面

白
さ
を
知
り
、
植
物
だ
け

で
な
く
昆
虫
や
野
鳥
を
本

格
的
に
撮
影
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。



撮
影
時
の
こ
だ
わ

り
は
？

自
然
界
の
命
の
営
み
を

伝
え
ら
れ
る
よ
う
な
写
真

を
撮
る
こ
と
で
す
。
撮
影

旅
行
で
ア
フ
リ
カ
に
行

き
、
チ
ー
タ
ー
が
獲
物
を

追
い
か
け
て
捕
食
す
る
姿

を
撮
影
し
た
時
は
、
と
て

も
感
動
し
ま
し
た
。



他
の
趣
味
は
？

畑
仕
事
を
す
る
こ
と
で

す
。
秋
に
な
る
と
育
て
た

サ
ツ
マ
イ
モ
を
収
穫
し

て
、
子
ど
も
や
孫
を
家
に

呼
び
、
毎
年
焼
き
芋
パ
ー

テ
ィ
ー
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。


今
後
は
？

現
在
は
、
主
に
躍
動
感

の
あ
る
野
鳥
の
写
真
を
撮

っ
て
い
ま
す
が
、
最
終
的

に
は
カ
メ
ラ
を
始
め
た
原

点
に
戻
り
、
植
物
の
写
真

を
よ
り
美
し
く
撮
れ
る
よ

う
に
な
り
た
い
で
す
。

講
習
会
で
栽
培
の
ポ
イ
ン
ト
を

確
認

「丹沢レッド」を収穫する尾澤さん

栗
を
選
果
器
で
仕
分
け
る
小
澤
部
長

特
定
生
産
緑
地
の
概
要
を
説
明

イ
チ
ゴ
花
芽
分
化
を
調
査

品質を高め
ブランド化

キウイ｢丹沢レッド｣

甘
さ
自
慢
さ
あ
出
番

秋
の
味
覚
味
わ
っ
て

良
質
な
栗
い
ち
早
く
出
荷

Ｊ
Ａ
と
部
員
が
意
見
を
交
換

ピ
ク
ル
ス
を
作
る
受
講
生

顕微鏡でイチゴの花芽分化を確認

Ｊ Ａ は だ の 年(令和２年)月日(土曜日) （）第号 総　合（）
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な
ど
の
生
鮮
食
品
、
冷
凍
・

冷
蔵
食
品
、
外
装
が
破
れ
て

い
る
も
の
、
賞
味
期
限
の
記

載
が
な
い
も
の
（
砂
糖
・
塩

・
米
を
除
く
）

お
問
い
合
わ
せ
は
生
活
福

祉
課
ま
で
。
☎

－
７
６
６

１

課
）◎

提
供
で
き
る
食
品
＝
常

温
で
保
存
で
き
る
も
の
、
開

封
さ
れ
て
い
な
い
も
の
、
賞

味
期
限
が
残
り
２
カ
月
以
上

あ
る
も
の

◎
提
供
で
き
な
い
食
品
＝

ア
ル
コ
ー
ル
類
、
野
菜
・
肉

奈
川
ゆ
め
コ
ー
プ
の
協
力
を

得
て
、
公
益
社
団
法
人
フ
ー

ド
バ
ン
ク
か
な
が
わ
を
通

じ
、
食
べ
物
に
困
窮
し
て
い

る
家
庭
や
子
ど
も
食
堂
、
母

子
生
活
支
援
施
設
な
ど
に
届

け
ま
す
。
相
互
扶
助
で
よ
り

良
い
暮
ら
し
を
実
現
す
る
と

と
も
に
、
食
品
ロ
ス
を
な
く

す
こ
と
に
も
つ
な
が
る
運
動

で
す
。

◎
期
限
＝

月

日(

火)

ま
で◎

回
収
場
所
＝
各
支
所
・

支
店
・
本
所
（
生
活
福
祉

女
性
部
は
、
持
続
可
能
な

開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
へ

の
取
り
組
み
と
し
て
、
フ
ー

ド
ド
ラ
イ
ブ
（
食
品
の
寄

付)

を
実
施
し
ま
す
。
食
品

の
提
供
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。安

売
り
や
ま
と
め
買
い
で

買
い
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
食
品

や
、
備
蓄
し
て
使
わ
な
か
っ

た
食
品
、
中
元
・
歳
暮
・
冠

婚
葬
祭
な
ど
で
受
け
取
っ
た

ま
ま
食
べ
ず
に
し
ま
い
込
ん

で
い
る
食
品
な
ど
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

集
ま
っ
た
食
品
は
、
生
活

協
同
組
合
パ
ル
シ
ス
テ
ム
神

全
額
非
課
税
と
な
り
ま
す
。

万
が
一
、

歳
よ
り
前
に

亡
く
な
ら
れ
た
場
合
に
は
、

遺
族
に
支
給
さ
れ
る
死
亡
一

時
金
も
非
課
税
と
な
り
ま

す
。

◇

農
業
者
年
金
に
関
す
る
お

問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

は
、
は
だ
の
都
市
農
業
支
援

セ
ン
タ
ー
ま
で
。
☎

－
７

８
０
０

る
た
め
、
農
業
経
営
の
状
況

な
ど
に
応
じ
て
保
険
料
を
設

定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎
税
制
面
の
優
遇
措
置

受
け
取
っ
た
年
金
は
、
公

的
年
金
等
控
除
の
対
象
と
な

り
、

歳
以
上
の
方
で
あ
れ

ば
公
的
年
金
な
ど
の
合
計
収

入
額
が
１
１
０
万
円
ま
で
は

加
入
者
数
や
年
金
受
給
者
数

に
左
右
さ
れ
な
い
安
定
し
た

年
金
で
す
。

◎
保
険
料
は
自
由
に
設
定

保
険
料
は
月
額
２
万
円
か

ら
６
万
７
０
０
０
円
の
間

で
、
１
０
０
０
円
単
位
で
選

択
可
能
で
す
。
保
険
料
は
い

つ
で
も
見
直
す
こ
と
が
で
き


日
以
上
農
業
に
従
事
し
て

い
る
方
③
国
民
年
金
第
１
号

被
保
険
者
（
国
民
年
金
保
険

料
納
付
免
除
者
を
除
く
）

◎
積
み
立
て
方
式
・
確
定

拠
出
型
だ
か
ら
安
心

加
入
者
が
積
み
立
て
た
保

険
料
と
そ
の
運
用
益
で
将
来

の
年
金
額
が
決
ま
る
た
め
、

農
業
者
年
金
は
、
農
業
の

担
い
手
の
た
め
の
公
的
年
金

制
度
で
す
。
原
則

歳
か

ら
、
一
生
涯
に
わ
た
っ
て
受

け
取
れ
る
終
身
年
金
で
す
。

支
払
っ
た
年
金
の
全
額
が
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

次
の
要
件
を
全
て
満
た
す

方
な
ら
、
ど
な
た
で
も
加
入

で
き
ま
す
。

①

歳
未
満
の
方
②
年
間

ー
ト
部
分
を

作
っ
て
埋
め

込
む
方
法
が

あ
り
ま
す
。

ネ
ッ
ト
柵
は

少
し
た
る
ま

せ
、
折
り
返

し
て
固
定
す

る
方
法
が
あ

り
ま
す
の
で

お
試
し
く
だ

さ
い
。
ト
タ

ン
柵
は
め
く
り
上
げ
に
弱
い

た
め
、
単
体
で
は
な
く
他
の

柵
と
組
み
合
わ
せ
、
作
物
が

見
え
な
い
よ
う
に
目
隠
し
と

し
て
使
用
す
る
と
よ
い
で
し

ょ
う
。

ま
た
、
柵
の
外
側
と
内
側

に
人
が
歩
け
る
ス
ペ
ー
ス

（
傾
斜
地
・
や
ぶ
・
作
物
か

ら
最
低

㌢
）
を
確
保
す
る

と
、
点
検
や
補
修
が
し
や
す

く
な
り
ま
す
（
図
２
）
。

柵
は
設
置
し
て
終
わ
り
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
維
持
管
理

が
最
も
大
切
で
す
。
小
ま
め

な
点
検
や
補
修
を
忘
れ
ず
に

行
い
ま
し
ょ
う
。
（
島
田
）

う
。動

物
は
跳
ぶ
よ
り
も
潜
る

こ
と
が
多
い
た
め
、
柵
を
設

置
す
る
際
に
は
接
地
面
を
し

っ
か
り
固
定
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
（
図
１
）
。
特
に
出

入
り
口
は
動
物
が
よ
く
侵
入

口
に
す
る
た
め
、
注
意
が
必

要
で
す
。
ま
た
、
ワ
イ
ヤ
メ

ッ
シ
ュ
柵
は
縦
棒
が
柵
の
外

側
に
な
る
よ
う
、
設
置
時
に

は
注
意
し
ま
し
ょ
う
（
図

２
）
。

イ
ノ
シ
シ
の
掘
り
返
し
防

止
の
た
め
に
、
ワ
イ
ヤ
メ
ッ

シ
ュ
柵
は
余
っ
た
メ
ッ
シ
ュ

や
ネ
ッ
ト
な
ど
で
裾
に
ス
カ

で
物
理
的
に
遮
る
も
の
で

す
。
ワ
イ
ヤ
メ
ッ
シ
ュ
柵
、

ネ
ッ
ト
柵
、
ト
タ
ン
柵
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
設
置
し
た
際

に
、
イ
ノ
シ
シ
対
策
な
ら
高

さ
１
・
２
㍍
、
鹿
対
策
な
ら

高
さ
２
㍍
に
な
る
資
材
が
必

要
で
す
。
ワ
イ
ヤ
メ
ッ
シ
ュ

柵
は
、
下
の
間
隔
が
狭
く
ウ

リ
坊
の
侵
入
対
策
も
で
き
る

も
の
を
選
び
ま
す
。
ネ
ッ
ト

柵
は
網
目
が
３
㌢
以
下
の
細

か
い
も
の
か
、
線
径
が
２
㍉

以
上
で
金
属
線
が
編
み
込
ま

れ
て
い
て
簡
単
に
噛
み
切
ら

れ
な
い
も
の
か
、
と
い
う
点

に
注
意
し
て
選
び
ま
し
ょ

イ
ノ
シ
シ･

鹿
か
ら

畑
を
守
る
物
理
柵

イ
ノ
シ
シ
や
鹿
が
畑
に
侵

入
す
る
と
、
農
作
物
が
食
べ

ら
れ
た
り
農
地
が
荒
ら
さ
れ

た
り
と
い
っ
た
被
害
が
発
生

し
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
被
害

か
ら
畑
を
守
る
方
法
の
一
つ

で
あ
る
、
物
理
柵
を
紹
介
し

ま
す
。

物
理
柵
と
は
、
動
物
が
侵

入
で
き
な
い
よ
う
に
障
害
物

気
温
や
倒
伏
具
合
な
ど
に
よ

っ
て
収
穫
を
始
め
る
よ
う
呼

び
掛
け
た
。

さ
ら
に
、
良
質
米
の
出
荷

に
向
け
て
、
収
穫
作
業
時
の

異
物
混
入
防
止

を
は
じ
め
、
今

後
の
天
候
を
見

極
め
な
が
ら
、

水
を
抜
く
タ
イ

ミ
ン
グ
を
で
き

る
限
り
遅
ら
せ

る
こ
と
や
、
適

切
な
調
製
作
業

を
す
る
こ
と
な

ど
を
指
導
。


月
以
降
も
収
穫

す
る
場
合
は
、

稲
を
食
害
し
て

枯
ら
す
害
虫

「
ト
ビ
イ
ロ
ウ

ン
カ
」
に
も
注

意
す
る
よ
う
ア

ド
バ
イ
ス
し

た
。

を
イ
ラ
ス
ト
で
紹
介
し
な
が

ら
収
穫
適
期
の
判
断
目
安
を

伝
え
た
。
前
年
の
デ
ー
タ
な

ど
か
ら
今
年
の
成
熟
期
を
平

年
並
み
と
予
想
し
つ
つ
も
、

者

人
に
収
穫
時
期
の
見
極

め
方
や
今
後
の
出
荷
に
向
け

た
注
意
点
な
ど
を
伝
え
た
。

県
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
の

職
員
が
、
も
み
の
根
元
の
色

Ｊ
Ａ
は
だ
の
は
９
日
、
市

内
３
カ
所
の
水
田
で
水
稲
の

収
穫
適
期
現
地
検
討
会
を
開

い
た
。
良
質
な
米
の
生
産
を

サ
ポ
ー
ト
し
よ
う
と
、
生
産

ら
な
る
取
り
組
み
や
、
農
作

業
を
効
率
的
に
進
め
る
た
め

に
機
械
を
導
入
す
る
際
の
支

援
な
ど
、
地
域
農
業
の
振
興

に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し

た
。高

橋
市
長
は
「
秦
野
の
農

業
を
盛
り
上
げ
て
い
く
た
め

に
は
、
若
手
の
力
が
必
要
。

市
が
積
極
的
に
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
く
の
で
、
こ
れ
か
ら
も

頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と
エ
ー

ル
を
送
っ
た
。

て
市
長
と
意
見
を
交
わ
し

た
。会

員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
生

産
し
た
農
産
物
や
加
工
品
を

高
橋
市
長
に
贈
り
、
日
頃
の

支
援
に
対
す
る
感
謝
を
伝
え

た
。
そ
の
後
、
新
東
名
高
速

道
路
の
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
（
Ｉ
Ｃ
）
の
完
成

に
向
け
た
観
光
農
業
へ
の
さ

高
橋
昌
和
市
長
と
の
交
流
会

を
開
い
た
。
会
員
４
人
が
、

今
後
の
農
業
の
発
展
に
向
け

秦
野
市
農
業
後
継
者
ク
ラ

ブ
「
秦
友
会
」
は
８
月


日
、
秦
野
市
役
所
を
訪
れ
、

が
作
れ
た
。
今
後
も
夫
婦
で

力
を
合
わ
せ
て
栽
培
を
続
け

て
い
き
た
い
」
と
笑
顔
で
話

し
た
。

る
。柳

川
さ
ん
は
「
今
年
は
厳

し
い
気
象
条
件
だ
っ
た
が
、

手
を
掛
け
た
分
、
良
い
も
の

タ
バ
コ
の
後
継
作
物
と
し
て

発
展
し
た
。
葉
タ
バ
コ
栽
培

の
基
本
と
な
る
土
づ
く
り
へ

の
こ
だ
わ
り
は
、
小
菊
に
も

継
承
。
高
い
技
術
で
栽
培
し

た
小
菊
は
水
の
吸
い
上
げ
や

花
持
ち
が
良
く
、
市
場
関
係

者
か
ら
高
い
評
価
を
得
て
い

に
手
間
を
掛
け
て
、
防
除
に

励
ん
で
き
た
。
的
確
な
対
策

が
功
を
奏
し
、
大
き
な
影
響

を
受
け
る
こ
と
な
く
、
今
年

も
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
あ
る
品
質

の
良
い
小
菊
に
仕
上
が
っ

た
。市

内
の
小
菊
生
産
は
、
葉

の
基
本
を
徹
底
し
、
良
質
な

小
菊
を
生
産
。
毎
年
新
し
い

品
種
も
取
り
入
れ
、
栽
培
技

術
を
磨
い
て
い
る
。

今
年
は
７
月
の
長
雨
と
８

月
の
暑
さ
で
、
病
気
や
害
虫

の
発
生
が
心
配
さ
れ
た
た

め
、
柳
川
さ
ん
は
例
年
以
上

部
員
の
柳
川
賢
治
さ
ん

は
、
約

㌃
の
畑
で
白
、

黄
、
赤
な
ど
の

種
類
以
上

の
小
菊
を
栽
培
。
夫
婦
で
協

力
し
な
が
ら
作
業
し
、
多
い

日
は
１
日
６
０
０
０
本
を
小

田
原
市
や
静
岡
県
の
市
場
に

出
荷
し
た
。
土
壌
消
毒
な
ど

人
生
で
大
事
な
こ
と
は

み
ん
な

ゴ
リ
ラ
か
ら

教
わ
っ
た

山
極
寿
一

著

世
界
的
ゴ
リ
ラ
研
究
者

が
、
ア
フ
リ
カ
で
出
会
っ
た

ゴ
リ
ラ
の
姿
と
、
そ
こ
で
の

経
験
か
ら
学
ん
だ
人
生
の
教

訓
を
や
さ
し
い
言
葉
で
語

る
。
大
人
は
も
ち
ろ
ん
、
友

人
関
係
や
孤
独
に
悩
む
子
ど

も
た
ち
に
も
読
ん
で
ほ
し

い
。
ゴ
リ
ラ
入
門
書
と
し
て

も
。定

価
１
４
３
０
円
（
税
込

み
）

会
へ
の
諮
問
に
つ
い
て

▽
「
非
課
税
上
場
株
式
等

管
理
お
よ
び
非
課
税
累
積
投

資
に
関
す
る
約
款
」
の
改
正

に
つ
い
て

▽
２
０
２
０
年
度
余
裕
金

運
用
方
針
に
か
か
る
運
用
計

画
額
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

▽
貸
出
金
基
準
金
利
の
設

定
お
よ
び
貸
出
金
基
準
金
利

表
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

▽
県
道
７
０
５
号
（
堀
山

下
秦
野
停
車
場
）
交
通
安
全

施
設
等
整
備
事
業
に
伴
う
固

定
資
産
の
売
却
に
つ
い
て

▽
就
業
規
則
の
一
部
変
更

に
つ
い
て

▽
組
合
員
教
育
対
策
委
員

９
月

日
に
理
事
会
を
開

催
し
、
次
の
こ
と
を
審
議
し

ま
し
た
。

▽
２
０
２
０
年
度
上
半
期

事
業
報
告
に
つ
い
て

▽
資
産
査
定
規
程
の
一
部

変
更
に
つ
い
て

機
械
を
使
用
す
る
前
に
は
整

備
や
仕
業
点
検
を
必
ず
実
施

し
、
小
ま
め
に
休
息
を
取
る

な
ど
、
事
故
防
止
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

期
農
作
業
安
全
運
動
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
運
動
期
間
は


月

日
（
土
）
ま
で
。
期

間
中
は
、
来
所
者
に
注
意
を

呼
び
掛
け
る
た
め
、
本
所
と

各
支
所
に
農
作
業
安
全
標
語

を
記
載
し
た
看
板
を
設
置
し

て
い
ま
す
。

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
な

ど
に
よ
り
、
農
作
業
中
の
傷

害
事
故
が
全
国
的
に
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
市
内
で
は

昨
年

件
、
今
年
は
７
月
末

現
在
で
４
件
の
労
災
申
請
事

故
が
発
生
し
ま
し
た
。
農
業

Ｊ
Ａ
は
だ
の
は
現
在
、
農

作
業
事
故
撲
滅
に
向
け
、
秋

毛
共
進
会
を
８
月

日
と
９

月

日
に
、
市
内
圃
場
（
ほ

じ
ょ
う
）
と
本
所
農
業
団
地

セ
ン
タ
ー
で
開
い
た
。
審
査

の
結
果
は
次
の
通
り
。

▽
優
秀
賞
＝
髙
橋
仁
志
・

郷
の
香
（
下
大
槻
）
小
島
晴

夫
・
改
良
半
立
（
上
大
槻
）

▽
優
良
賞
＝
清
水
正
夫
・
郷

の
香
（
鶴
巻
南
）
諸
星
一
雄

・
郷
の
香
（
菖
蒲
）
▽
佳
良

賞
＝
町
田
フ
ヂ
・
改
良
半
立

（
東
田
原
）
今
井
洋
司
・
郷

の
香
お
よ
び
改
良
半
立
（
横

野
）
諸
星
一
雄
・
改
良
半
立

（
菖
蒲
）

受
賞
お
め
で
と
う
！

日
頃
の
成
果
を
発
揮

第

回
秦
野
市
落
花
生
立

88
歳(

米
寿)

▽
本
町
地
区
＝
市
川
由
夫

（
曽
屋
）

▽
東
地
区
＝
小
泉
一
雄

（
名
古
木
）

▽
南
地
区
＝
石
塚
利
惠
子

（
今
泉
）
小
池
光
代
（
清
水

町
）▽

西
地
区
＝
佐
藤
弓
枝

（
堀
川
）

77
歳(

喜
寿)

▽
大
根
地
区
＝
杉
山
常
治

（
鶴
巻
）

▽
西
地
区
＝
栗
原
成
子

（
渋
沢
）

▽
上
地
区
＝
飯
塚
邦
夫

（
菖
蒲
）

※
自
己
申
告
で
す
の
で
、

該
当
の
方
は
誕
生
月
の
前
月

末
ま
で
に
各
支
所
・
支
店
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

儴儰儰儰

儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

儴儰儰儰

儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

儴儰儰儰

儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

儴儰儰儰

儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

長
寿
者
に
記
念
品
贈
呈

い
き
い
き
ラ
イ
フ
支
援
事
業

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
末
永
く
お
元
気
で
お
過

ご
し
く
だ
さ
い
。


歳
以
上

▽
北
地
区
＝
久
保
寺
ア
サ

（
戸
川
）

儴儰儰儰

儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

儴儰儰儰

儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

格
で
販
売
し
ま
す
の
で
、
お

得
な
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
購

入
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
Ｊ
Ａ
グ

リ
ー
ン
は
だ
の
ま
で
。
☎


－
７
７
１
９

Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
は
だ
の
は


月

日
（
土
）
～

日

（
日
）
、
タ
マ
ネ
ギ
栽
培
関

連
の
資
材
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施
し
ま
す
。
農
薬
や
肥

料
、
マ
ル
チ
な
ど
を
特
別
価

県内トップの小菊の生産量を誇る秦野市で９月中旬、

彼岸向け小菊の収穫がピークを迎えた。花き部会露地部

の部員らは、連日収穫に汗を流した。

〈
俳
句
〉
（
酒
井

敏
光

選
）

鎌
倉
の
寺
を
ゆ
る
り
と
萩
の
道森

高

由
子
（
渋

沢
）

稲
妻
や
静
脈
白
く
浮
き
あ
が
る高

島
美
和
子
（
名
古
木
）

青
北
風
や
虎
彦
の
句
碑
湖
に
近
し

吉
田

清
美
（
渋

沢
）

サ
ン
セ
ッ
ト
ビ
ー
チ
の
黒
き
影
晩
夏

菊
池
と
し
え
（
菩

提
）

稲
妻
を
逃
げ
て
駆
け
込
む
喫
茶
店

志
賀

明
子
（
千

村
）

新
涼
や
金
時
望
む
夕
日
の
滝

芦
川

松
江
（
八

沢
）

童
ら
の
蟻
の
行
列
ざ
わ
つ
い
て柴

崎

和
子
（
渋

沢
）

ク
レ
ー
ン
の
影
伸
び
ゆ
く
秋
の
日
の
夕
べ

高
橋

順
子
（
大
秦
町
）

九
十
九
折
れ
至
る
峠
の
濃
竜
胆柳

川
み
ち
子
（
栄

町
）

青
北
風
の
首
を
奪
い
に
稲
光

佐
藤
英
美
子
（
南
矢
名
）

紛
争
の
種
子
を
眼
下
に
雁
渡
る

選
者

〈
短
歌
〉
（
久
保
寺

富
男

選
）

処
分
せ
む
と
き
め
て
い
く
た
び
こ
こ
ろ
ゆ
ら
ぐ

繕
い
跡
の
残
る
母
の
服

八
木

実
（
鶴
巻
北
）

評

少
し
添
削
を
し
た
。
歌
は
抒
情
で
あ
る
。
理

屈
や
説
明
に
な
っ
て
は
い
け
な
い
。
戦
後
の

物
不
足
時
代
を
生
き
て
き
た
母
を
思
え
ば
、

繕
い
跡
の
あ
る
服
も
捨
て
が
た
い
の
で
あ

る
。

新
聞
の
上
に
と
ま
り
し
小
さ
き
蜘
蛛

ど
こ
か
ら
来
た
の
と
声
か
け
見
守
る

今
井

か
め
（
羽

根
）

茸
狩
り
の
身
な
り
の
せ
い
か
道
の
駅
に

地
元
の
か
た
か
と
客
の
よ
り
く
る

細
田

富
士
（
千

村
）

晴
れ
た
日
に
北
の
は
ず
れ
の
宗
谷
崎

望
め
ば
遠
く
四
島
見
ゆ
る
か

石
田
こ
ず
ゑ
（
水
神
町
）

残
暑
に
も
朝
に
水
や
り
茄
子
の
実
は

こ
れ
ぞ
秋
茄
子
漬
物
煮
物

伊
東

久
（
渋

沢
）

谷
よ
り
の
霧
流
れ
き
て
ま
だ
少
し

ほ
て
り
の
こ
れ
る
肌
に
な
ず
さ
ふ

選
者

■材料（４人分）■

サツマイモ350㌘、

砂糖㌘、卵２個、バ

ター㌘、生クリーム

㌘、シナモンパウダ

ー少々

〈作り方〉

①卵を卵黄と卵白に分

ける。

②バターを600Ｗの電子レンジで１分ほど加熱

する。

③サツマイモの皮をむいて２㌢角に切り、水に

分ほどさらす。

④鍋にサツマイモと、かぶるくらいの水を入

れ、やわらかくなるまで中火でゆでる。

⑤④のお湯を切り、熱いうちにサツマイモをつ

ぶす。

⑥卵白を固めに泡立てる。

⑦つぶしたサツマイモに卵黄・バター・生クリ

ーム・砂糖を加え、よく混ぜた後に⑥を加え

て軽く混ぜる。

⑧⑦を耐熱用タッパーや型に流し込み、ふたを

せずに600Ｗの電子レンジで分加熱する。

⑨最後にシナモンパウダーを振りかける。

＜ひとことアドバイス＞

サツマイモは滑らかになるまでつぶすと、おい

しくできます。

東支部 合田
ご う だ

久美子
く み こ

さん

税務相談日 月９日（金）
午前９時分～

法務相談日 月日（火）
午後１時分～

場所 本町支所
予約制ですので、事前にお電話にてご予約をお願い
します。受け付け順に相談時間が決まります。

受け付け・ご予約は㈱協同コンサルトはだの

☎－

農薬や肥料などを特別価格で販売

タ
マ
ネ
ギ
資
材

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

タ
マ
ネ
ギ
資
材

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

ＪＡグリーンは
農家を応援します
ＪＡグリーンは
農家を応援します

若手農家が市長と交流会 今
後
の
発
展
へ
意
見
交
換
秦
友
会

高橋市長㊥に会員が生産した農産物や加工品を贈った

農
業
者
年
金
に
加
入
し
老
後
に
備
え
を

農
業
者
年
金
に
加
入
し
老
後
に
備
え
を

彼岸用小菊
出荷盛んに
彼岸用小菊
出荷盛んに

厳しい気象も高品質

小菊の生育を確認する柳川さん

良
質
な
米
の
出
荷
へ

収
穫
適
期
見
極
め
を

３
カ
所
の
水
田
で
現
地
検
討
会

農
作
業
事
故
ゼ
ロ
へ

10
月
末
ま
で
秋
期
安
全
運
動

図２ ワイヤメッシュ柵

図１ ネット柵

窓
口
で
食
品
提
供
を
受
付
中

女性部がフードドライブ女性部がフードドライブ 家
庭
に
あ
る
食
品
提
供
を

も
み
の
色
を
説
明
す
る
セ
ン
タ
ー
職
員
㊨

Ｊ Ａ は だ のＪ Ａ は だ の 地域･情報 第号 第号 営　農（） 年(令和２年)月日(土曜日) 年(令和２年)月日(土曜日) （）
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仁
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仄
什
仁
仂
什
仁
仂
什
仁
仂
什
仁
仂
什
仁
仂
什
仁
仂
什
仁
仂
什
仁
仂
什
仁
仂
什
仁
仂
什
仁

影
響
が
な
い
よ
う
に
、
事
前

に
周
辺
の
方
に
知
ら
せ
る

他
、
風
向
き
・
時
間
帯
な
ど

の
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
市
生
活

環
境
課
ま
で
。
☎

－
６
０

３
７農

用
地
の
広
告
物

設
置
に
ご
注
意
を

看
板
な
ど
の
屋
外
広
告
物

の
設
置
は
「
秦
野
市
屋
外
広

告
物
条
例
」
で
規
制
さ
れ
て

い
ま
す
。
市
内
の
生
産
緑
地

や
農
業
振
興
地
域
の
農
用
地

は
、
屋
外
広
告
物
を
設
置
で

き
な
い
「
禁
止
地
域
」
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
そ
の
土
地
で
直
売

を
す
る
場
合
な
ど
、
看
板
の

規
模
に
よ
っ
て
設
置
で
き
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
市
建
築

指
導
課
ま
で
。
☎

－
０
８

８
３生

産

緑

地

地

区

の

取
得
あ
っ
せ
ん
に
つ
い
て

秦
野
市
よ
り
生
産
緑
地
法

第

条
に
基
づ
き
、
次
の
土

地
に
つ
い
て
生
産
緑
地
の
あ

っ
せ
ん
依
頼
が
あ
り
ま
し

た
。◎

所
在
・
地
番

秦
野
市

堀
山
下
５
６
６
番
１

◎
地
目

畑

◎
面
積

２
０
１
２
・


平
方
㍍

農
業
に
従
事
さ
れ
る
方

で
、
生
産
緑
地
と
し
て
取
得

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
市
農

業
委
員
会
事
務
局
農
地
利
用

担
当
へ
ご
連
絡
を
。
☎

－

９
６
５
４

チ
な
ど
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を

取
り
除
き
、
煙
な
ど
に
よ
る

周
囲
の
生
活
環
境
へ
の
影
響

が
な
い
よ
う
に
、
乾
燥
さ
せ

て
か
ら
少
量
ず
つ
焼
却
し
て

く
だ
さ
い
。
風
向
き
、
時
間

帯
な
ど
の
配
慮
を
お
願
い
し

ま
す
。
な
お
、
生
活
ご
み
や

剪
定
（
せ
ん
て
い
）
枝
な
ど

は
、
市
の
収
集
日
に
出
す
な

ど
、
決
め
ら
れ
た
方
法
で
処

理
し
て
く
だ
さ
い
。

住
宅
地
に
隣
接
す
る
土
地

な
ど
で
の
農
薬
使
用
は
「
農

林
水
産
省
・
消
費
安
全
局

長
、
環
境
省
水
・
大
気
環
境

局
長
通
知
」
で
使
用
者
の
順

守
事
項
が
規
定
さ
れ
て
い
ま

す
。や

む
を
得
ず
使
用
す
る
場

合
は
、
飛
散
・
臭
気
な
ど
に

よ
る
周
囲
の
生
活
環
境
へ
の

・
継
続
し
て
組
合
の
事
業

を
利
用
す
る
方

組
合
員
資
格
の
喪
失
の

他
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
な
ど
に
変
更
が
あ
る
場
合

に
は
、
各
支
所
・
支
店
窓
口

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

野
焼
き
と
農
薬

使
用
に
つ
い
て

屋
外
で
の
焼
却
（
野
焼

き
）
は
「
神
奈
川
県
生
活
環

境
の
保
全
等
に
関
す
る
条

例
」
で
規
制
さ
れ
て
い
ま

す
。
農
林
業
者
に
つ
い
て

は
、
自
己
の
農
業
・
林
業
の

作
業
に
伴
っ
て
行
う
焼
却

で
、
軽
微
な
も
の
に
限
り
、

例
外
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

や
む
を
得
ず
農
地
な
ど
で

野
焼
き
を
行
う
際
は
、
マ
ル

０
７組

合
員
資
格

確
認
の
お
願
い

Ｊ
Ａ
定
款
規
定
に
よ
り
、

組
合
員
の
皆
さ
ま
に
組
合
員

資
格
の
確
認
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。
組
合
員
資
格
要
件

に
変
更
が
あ
る
場
合
は
、
直

ち
に
そ
の
旨
を
書
面
で
届
け

出
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

【
正
組
合
員
資
格
】

・
耕
作
す
る
土
地
が

㌃

以
上
で
あ
る

・
農
業
従
事
日
数
が
１
年

の
う
ち

日
以
上
で
あ
る

【
法
人
正
組
合
員
資
格
】

・
事
務
所
ま
た
は
経
営
に

係
る
土
地
が
秦
野
市
内
に
あ

る【
准
組
合
員
資
格
】

す
。お

問
い
合
わ
せ
は
営
農
課

ま
で
。
☎

－
７
７
１
８

じ
ば
さ
ん
ず
パ
ー
ト

･

ア
ル
バ
イ
ト
募
集

じ
ば
さ
ん
ず
の
パ
ー
ト
・

ア
ル
バ
イ
ト
ス
タ
ッ
フ
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
働
き
や
す

い
職
場
で
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

◎
業
務
内
容

レ
ジ
お
よ

び
品
出
し
な
ど

◎
時
給

１
０
２
５
円

◎
時
間

午
前
８
時
～
午

後
７
時

※
時
間
内
で
シ
フ

ト
制◎

待
遇

社
会
保
険
完
備

・
交
通
費
規
定
支
給
・
車
両

通
勤
可
な
ど

お
問
い
合
わ
せ
は
、
じ
ば

さ
ん
ず
ま
で
。
☎

－
７
７

だ
さ
い
。
集
荷
運
賃
は
１
袋

（

㌔
）
当
た
り

円
で
、

口
座
か
ら
引
き
落
と
し
ま

ロ
ー
ン
と
の
併
用
可
能
）

◎
融
資
期
間

１
年
以
上


年
以
内

◎
申
し
込
み
期
限


月


日
（
水
）
ま
で

ご
利
用
に
は
条
件
・
審
査

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
各
支
所
・
支
店
ま
た
は
融

資
課
ま
で
。
☎

－
７
７
１

３
米
穀
の
検
査
集
荷

米
穀
の
検
査
集
荷
を
左
表

の
通
り
実
施
し
ま
す
。
持
ち

帰
り
検
査
を
希
望
す
る
方

は
、
◎
印
の
検
査
日
（
計
４

回
）
に
お
願
い
し
ま
す
。


月

日
（
火
）
は
持
ち
帰
り

の
み
の
実
施
で
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
庭
先
集
荷
を
希
望

す
る
方
は
、
３
営
業
日
前
ま

で
に
各
支
所
へ
お
申
し
出
く

加
工
相
談
会
を
開
催

農
産
加
工
品
を
テ
ー
マ
に

し
た
相
談
会
で
す
。
ど
な
た

で
も
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

◎
日
時


月

日(

木)

午
前

時
～
午
後
３
時

◎
場
所

本
所
農
業
団
地

セ
ン
タ
ー
２
階

調
理
実
習

室
（
午
前
）
・
本
所
２
階

大
会
議
室
（
午
後
）

◎
内
容

午
前
は
、
県
農

業
技
術
セ
ン
タ
ー
の
職
員
に

よ
る
落
花
生
を
使
っ
た
加
工

品
の
紹
介
。
午
後
は
、
加
工

品
出
荷
者
と
の
意
見
交
換
会

を
行
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
生
活
福

祉
課
ま
で
。
☎

－
７
６
６

１
実
質
無
利
子
の
教
育

ロ
ー
ン
取
り
扱
い

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
よ
り
影
響
を
受
け
て

い
る
家
庭
の
教
育
資
金
を
支

援
す
る
た
め
「
Ｊ
Ａ
教
育
ロ

ー
ン
（
県
事
業
対
応
型
）
」

を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。
県

の
「
学
生
生
活
資
金
利
子
補

給
事
業
」
に
対
応
し
た
も
の

で
、
県
が
利
子
を
負
担
す
る

た
め
、
実
質
無
利
子
で
利
用

で
き
ま
す
。

◎
対
象

神
奈
川
県
内
に

在
住
し

大
学･

短
期
大
学･

高
等
専
門
学
校
・
専
門
学
校

に
就
学
中
の
方
が
い
る
家
庭

◎
融
資
金
額


万
円
以

上

万
円
以
内
（

万
円
を

超
え
る
場
合
は
通
常
の
教
育

櫛
田
真
弓
支
部
長
は
「
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
が
、
私

た
ち
の
生
活
の
中
で
身
近
な

こ
と
か
ら
で
き
る
と
分
か
っ

た
。
こ
れ
か
ら
は
今
ま
で
以

上
に
意
識
し
な
が
ら
積
極
的

に
活
動
し
て
い
き
た
い
」
と

意
気
込
ん
だ
。

が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
な
が
っ
て

い
る
こ
と
も
伝
え
た
。

橋
本
氏
は
「
今
後
も
『
家

の
光
』
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す

る
記
事
を
掲
載
し
て
い
く
予

定
な
の
で
、
記
事
を
参
考
に

取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
」

と
話
し
た
。

組
合
の
相
互
扶
助
精
神
と
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
が
目
指
す
社
会
の
親

和
性
が
高
く
、
女
性
部
活
動

が
あ
っ
た
た
め
、
学
習
会
を

開
い
た
。

学
習
会
で
は
（
一
社
）
家

の
光
協
会
関
東
甲
信
越
普
及

文
化
局
次
長
の
橋
本
智
也
氏

が
講
師
を
務
め
た
。
写
真
や

イ
ラ
ス
ト
が
掲
載
さ
れ
た
資

料
を
使
い
、
具
体
例
を
挙
げ

な
が
ら

の
目
標
に
つ
い
て

分
か
り
や
す
く
説
明
。
協
同

同
支
部
は
、
毎
月
支
部
会

で
月
刊
誌
『
家
の
光
』
の
読

み
合
わ
せ
を
し
て
、
以
前
か

ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す
る
記
事

に
注
目
し
て
い
た
。
ま
た
、

同
支
部
の
小
澤
静
江
さ
ん
が

「
Ｊ
Ａ
は
だ
の
家
の
光
大

会
」
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
な
が

る
活
動
に
つ
い
て
発
表
し
た

こ
と
も
あ
り
、
部
員
た
ち
の

関
心
が
集
ま
っ
て
い
た
。
部

員
か
ら
「
こ
の
機
会
に
、
改

め
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
基

礎
か
ら
学
び
た
い
」
と
の
声

熊
澤
代
表
は｢

セ
ン
タ
ー

の
利
用
者
に
何
か
で
き
る
こ

と
は
な
い
か｣

と
考
え
過
去

に
多
く
の
利
用
者
が
塗
り
絵

を
す
る
姿
を
見
て

使
っ
て

い
る
色
鉛
筆
が
短
か
っ
た
こ

と
を
思
い
出
し
た

同
会
の

話
し
合
い
で
、
利
用
者
に
楽

し
ん
で
も
ら
お
う
と
色
鉛
筆

を
贈
る
こ
と
を
提
案
し
た
。

甲
斐
所
長
は
「
色
鉛
筆
は

す
ぐ
に
使
い
切
っ
て
し
ま
う

の
で
、
提
供
し
て
も
ら
え
て

と
て
も
助
か
る
。
感
染
症
が

終
息
し
た
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
も
ぜ
ひ
お
願
い
し
た

い
」
と
感
謝
を
述
べ
た
。

熊
澤
代
表
は
「
今
は
活
動

の
場
が
限
ら
れ
て
い
る
が
、

少
し
ず
つ
で
き
る
こ
と
を
見

つ
け
て
利
用
者
の
方
々
の
力

に
な
り
た
い
」
と
話
し
た
。

に
励
む
同
会
が
利
用
者
の
た

め
に
購
入
し
た
も
の
。
熊
澤

歌
子
代
表
と
大
森
よ
し
み
さ

ん
が
、
甲
斐
さ
と
み
所
長
に

手
渡
し
た
。

同
会
は
月
に
一
度
セ
ン
タ

ー
を
訪
れ
、
利
用
者
へ
の
お

茶
の
配
膳
や
ド
ラ
イ
ヤ
ー
掛

け
の
手
伝
い
の
他
、
年
に
数

回
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で

利
用
者
と
交
流
を
深
め
て
い

た
。
し
か
し
、
セ
ン
タ
ー
は

３
月
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
を

中
止
し
た
。
同
会
の
活
動
も

停
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

ン
タ
ー
は
だ
の
に
、

色
入

り
の
色
鉛
筆
を
３
セ
ッ
ト
贈

っ
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

女
性
部
目
的
別
趣
味
グ
ル

ー
プ
「
ひ
ば
り
の
会
」
は
７

日
、
Ｊ
Ａ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

紙
に
合
わ
せ
て
布
を
裁
断

し
、
縫
い
合
わ
せ
た
後
、
布

の
両
側
に
ゴ
ム
を
通
し
て
完

成
さ
せ
た
。

東支部

布
製
マ
ス
ク
作
り

東
支
部
は
８
月


日
、
東
支
所
で

布
製
マ
ス
ク
を
作

っ
た
。
部
員

人
が
参
加

し
、
縫
い
方
を
確
認
し
合
い

な
が
ら
手
作
業
で
丁
寧
に
作

っ
た
。

部
員
は
『
家
の
光
』
２
０

２
０
年
７
月
号
に
掲
載
さ
れ

た
記
事
を
参
考
に
作
製
。
型

儴儰儰儰儰儰儰儰

儴
儰
儰
儰

儴儰儰儰儰儰儰儰

儴
儰
儰
儰

用
済
み
の
食
用
油
を
よ
く
混

ぜ
、
牛
乳
パ
ッ
ク

本
分
を

作
っ
た
。
せ
っ
け
ん
は
各
自

で
持
ち
帰
り
、
４
～
５
日
か

け
て
固
め
た
後
、
使
い
や
す

い
大
き
さ
に
切
っ
て
天
日
干

し
で
完
成
さ
せ
た
。廃

油
せ
っ

け
ん
は
、
泥

汚
れ
や
風
呂

場
な
ど
の
汚

れ
が
落
ち
や

す
い
と
、
部

員
か
ら
好
評

だ
。

大根支部

廃
油
せ
っ
け
ん
作

り
大
根
支
部
は


日
、
大
根
支
所
の

敷
地
内
で
廃
油
せ

っ
け
ん
を
作
っ
た
。
部
員


人
が
、
カ
セ
イ
ソ
ー
ダ
と
使

儴儰儰儰儰儰儰儰儰儰

儴
儰
儰
儰

儴儰儰儰儰儰儰儰儰儰

儴
儰
儰
儰

ど
に
適
し
て
い
る
。

部
員
は
、
各
自
の
自
宅
で

育
て
た
ヘ
チ
マ
か
ら
ヘ
チ
マ

水
を
ろ
過
し
て
持
参
。
ヘ
チ

マ
水
に
グ
リ
セ
リ
ン
や
エ
タ

ノ
ー
ル
な
ど
を
混
ぜ
合
わ
せ

た
後
、
２
０
０
本
の
容
器
に

入
れ
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ラ
ベ

ル
シ
ー
ル
を
貼
っ
て
完
成
さ

せ
た
。

含
ま
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
化
粧
水
な

南支部

ヘ
チ
マ
化
粧
水
作

り
南
支
部
は


日
、
南
支
所
で

「
ヘ
チ
マ
化
粧
水
」
を
作
っ

た
。
部
員

人
が
参
加
し

た
。
ヘ
チ
マ
水
に
は
、
皮
膚

細
胞
の
活
性
化
や
肌
に
栄
養

と
潤
い
を
与
え
る
栄
養
素
が

儴儰儰儰儰儰儰儰

儴
儰
儰
儰

儴儰儰儰儰儰儰儰

儴
儰
儰
儰

女
性
部
東
支
部
は

日
、
国
連
の
定
め
た
持
続
可
能

な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
の
学
習
会
を
東
支
所
で
開

い
た
。
部
員

人
が
参
加
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

の
目
標

に
つ
い
て
学
ん
だ
。

◎
日
時


月
６
日
（
火
）
午
前


時
～
正
午

◎
場
所

本
町
支
所
２
階
・
多
目

的
ホ
ー
ル
（
駐
車
場
あ
り
）

◎
対
象

お
お
む
ね

歳
未
満
の

女
性
の
方

◎
募
集
人
数


人
（
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
）

◎
参
加
費

女
性
部
員
は
無
料
／

女
性
部
員
外
は
５
０
０
円

◎
申
込
先

生
活
福
祉
課

☎


－
７
６
６
１

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
防
止
の
た
め
、
中
止
ま
た
は

延
期
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
は
だ
の
は
「
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ

セ
ス
の
つ
ど
い
」
で
映
画
『
美
味
し

い
ご
は
ん
』
上
映
会
を
開
催
し
ま

す
。大

阪
府
枚
方
市
の
楠
葉
と
い
う
小

さ
な
町
に
あ
る
「
御
食
事
ゆ
に
わ｣



店
長
の
ち
こ
さ
ん
は
、
食
べ
た
人
の

心
が
温
か
く
な
る
「
美
味
し
い
ご
は

ん
」
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
料
理
を

食
べ
て
人
生
が
変
わ
っ
た
人
た
ち
の

姿
を
、
１
年
間
撮
影
し
て
制
作
し
た

映
画
で
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
女
性
部
活
動

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◇

１日（木） 10：00～ そば打ち講習会（北・西･上)
２日（金） 10：00～ 本部役員会

〃 13：30～ ＳＤＧｓ学習会
６日（火） 10：00～ 第１回フレッシュミセスのつ

どい
７日（水） ９：～ 南支部「布製マスク作り」
12日（月） ９：30～ 支部役員会（大根・本町･南)

〃 13：30～ 支部役員会（北・西・上）
〃 14：30～ 北支部「ゴミの減量について

の学習会」
13日（火） 13：30～ 支部役員会（東）
21日（水） ９：30～ 東支部「中間処理施設見学」

※新型コロナウイルス感染症の影響により、予定が変
更になる場合があります。お問い合わせは生活福祉課
まで。☎72-7661

月の女性部行事予定表月の女性部行事予定表

生産品目
サツマイモや

サトイモの他、

リンゴや柿、ミカンなど年間

品目以上

品質の良い農産物を生産す

るため、小まめに畑を見て回

るなど病害虫防除の徹底を心

掛けています。出荷している

リンゴは、葉物野菜と一緒に

ドレッシングであえてサラダ

にしたり、ポテトサラダに入

れたりして食べるのがお勧め

です。ぜひ試してみてくださ

い。

儴儰儰儰儰儰儰儰儰儰

儴
儰
儰

儴儰儰儰儰儰儰儰儰儰

儴
儰
儰

平沢の 加藤
か と う

英俊
ひ で と し



【月のイベント】
☆「十五夜・十三夜｣１日(木)
日（木）
農家のお母さんが真心込めて
作ったまんじゅうを販売しま
す。

☆「豆腐の日」２日（金）
地元のお豆腐屋さんの商品を
特別価格で販売します。

☆「旬の果物・野菜フェア」３
日（土）、４日（日）、日
（土）、日(日)日(土)
日（日）、日（土）
秦野産の旬の果物や野菜にス
ポットを当てて販売します。

☆「産地商品の特売｣６日(火)
日（火）、日（火）
産地間提携を結ぶＪＡの野菜
や加工品などを特別価格で販
売します。

☆「国産豚の加工品」日(金)
㈱フリーデンが国産豚を使用
したお得な商品を販売しま
す。

☆「ハロウィーン」日（土）
ハロウィーンカボチャやお菓
子などをご用意します。

☆「めんそーれ！沖縄フェア」
１日（木）～日（土）
沖縄県の産地間提携先ファー
マーズマーケットから仕入れ
た定番の人気商品や新商品な
ど、さまざまな商品をご用意
します。

☆「新米フェア」日（土）、
日（日）を予定
秦野産「はるみ」の新米など
を販売します。

☆「たまごの日」毎週月、金曜
日

店頭価格から％引き。「み
くるべたまご」は除く。

☆「お米の日」毎週水曜日
店頭価格から％引き。

☆「肉の日」毎週木曜日と日
店頭価格から５％引きなお
日は「ダブル肉の日」で店
頭価格から８％引き。

◎月日（火)は定休日です
◎新型コロナウイルス感染症な
どの影響により、試食イベント
は休止しています。他のイベン
トも変更になることがあります
ので、ご了承ください。

私
た
ち
は
、
水
墨
画
の
目
的
別
趣
味
グ
ル
ー
プ

「
墨
水
会
」
と
し
て
８
年
前
か
ら
活
動
し
て
い
ま

す
。
描
い
た
作
品
は
『
家
の
光
』
ク
ッ
キ
ン
グ
フ
ェ

ス
タ
や
農
業
ま
つ
り
、
文
化
交
流
会
な
ど
で
展
示
し

て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
秦
野
市
立
宮
永
岳
彦
記
念
美

術
館
や
東
京
都
美
術
館
に
も
展
示
し
、
他
の
グ
ル
ー

プ
と
の
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

水
墨
画
の
先
生
が
韓
国
の
方
な
の
で
、
旅
行
で
一

緒
に
韓
国
に
行
っ

た
時
に
案
内
を
し

て
い
た
だ
き
、
韓

国
の
文
化
を
学
ん

だ
り
お
い
し
い
料

理
を
食
べ
た
り
し

ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
グ
ル
ー
プ
の

仲
間
と
楽
し
く
活

動
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

水
墨
画｢

墨
水
会｣

代
表

小
髙

こ

だ

か

瑛
子

ひ

で

こ

さ
ん

検査予定日

９月日（月）◎

９月日（火）

月１日（木）◎

月６日（火）◎

月８日（木）

月日（火）

月日（木）

月日（火）◎

月日（木）

月日（木）

月５日（木）

検査場所

大根支所

鶴巻ライスセンター

大根支所

本所

大根支所

大根支所

鶴巻ライスセンター

本所

大根支所

大根支所

本所

該当地域

大根

鶴巻ライスセンター

大根

大根以外の全地域

大根

大根

鶴巻ライスセンター

全地域持ち帰り検査のみ

大根

大根

大根以外の全地域


の
目
標
を
確
認
し
理
解

マ
ス
ク
の
縫
い
方
を
確
認

ヘ
チ
マ
化
粧
水
を
容
器
に
入
れ
る
部
員

塗
り
絵
を
楽
し
ん
で

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
色
鉛
筆
贈
る

熊澤代表㊥らが色鉛筆を贈呈

東支部がＳＤＧ 学習会Ｓ

ＳＤＧｓについて学ぶ部員

液
体
を
牛
乳
パ
ッ
ク
に
流
し
込
ん
だ

映画美味しいごはん
月６日に上映会

（） 年(令和２年)月日(土曜日) 年(令和２年)月日(土曜日) （）女性部 第号 第号 地域･情報Ｊ Ａ は だ の Ｊ Ａ は だ の


